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I 研究の目的 。方法
東京大学では正課体育時に「東大体カテスト」

を入学時 (第 1回, 4月 末～5月初旬), 1年生

末 (第 2回, 2月初旬)及び2年生末 (第 3回 ,
2月初旬)の 3回にわたって男女ともに実施して

いる。現行の「東大体カテスト」は,男女とも同

一種日で,①垂直とび,②反復横とび,③腕立伏

臥腕屈伸,④踏台昇降運動の4種目から成るバッ

テリーテストである。1)

「東大体カテス ト」 4種目の実施方法は,女子
の場合は次の通りである。反復横とび及び踏台昇

降運動の 2種目は文部省「スポーツテス ト」と同

一方式である。垂直とびは,入試健康診断時の形
態測定のさいに挙手指先高値 (指高値 )を測定し

ておき,こ の値を 3回とも垂直とび測定の引き数

とするという方式をとっている?腕立伏臥腕屈伸
は 3秒に 1回の屈伸のテンポで最大回数を測定す

る方式によっている。なお,得点換算は,各種目
10点 ～40点の分布で平均値25点 ,標準偏差 5点 (女

子は昭47048年入学生データ基準)になるように

作成してあり, したがって 4種目合計の平均値は

100点 である。

この 4種目が女子に対 して実施されるように

なったのは昭和47(1972)年度からである。した

がって,昭和57(1982)年度でちょうど10年間たっ

たわけである。そこで,こ の10年間の「東大体力

テス ト」の結果,及び入試健康診断時の身長及び

体重の測定結果から,東京大学入学女子学生の体
格体力の実態をながめてみたい。

Ⅱ 結果

1 鶴

(1)身長及び体重の平均値

表 1は,昭和47(1972)年度から昭和57(1982)

年度までの入学時測定の身長及び体重の各平均

値 0標準偏差,及び身長と体重の相関係数を示し
たものである。まず,身長についてながめてみる。
この10年間全部をこみにした東大入学女子学生

の身長平均値は157。 4cmで あるが,47年入学の
156。 4cmと 57年入学の157。 9cmと の間には1。 5cm

の差がみられる。移動平均法によって年度推移を

みると (図 1),年齢をこみにした全体ではほぼ
直線的に上昇し,こ の10年間で約 l cmの伸びを
示していることが看取できる。この年度推移の傾

向は,文部資料による全国平均値 (大学値)と比
較して,0。 2～ 0。 3cm数字的には上回っている?

年齢別にみると,全体を。通してみて,18歳の群 (現



52

表 1 身長及び体重の平均値・標準偏差
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52
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46

198

128
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210

142

55

212

136

55

157.4cm    5.Ocm

157.5      5.0

157.4      4.8

157.0      5.2

156.4      5.2

155.8      5。 1

158.1      5.1

157.2      5。 1

157.2      5.2

157.0      4.6

157.4      5.0

157.5      5.2

156.9      4.2

157.0      4.7

157.1      4.8

156.7      4.8

158.8      4.7

158.3      4.6

157.2      5.0

157.6      4.8

158。 0      4.6

156.2      4.8

157.4      5.4

157.6      5。 7

157.2      5.1

157.1      5。 1

157.3      5.5

157.0      4.2

158。 0      4。 8

157.9      4.9

158.1      4.2

157.6      5。 1

157.6      5.0

158.1      5.4

157.9      5。 1

157.8      4.9

158.2      5。 1

50。 7kg    6.5kg

50。 9      6.0

50。 4      5。 7

49.8      6.4

50.0      6.1

49.8      6.1

50.8      6.1

50.5      5.6

50.5      5.5

49。 9      4.6

49.4      5。 9

49。 7      5.5

49。 1      6.8

50。 0      5。 8

50.3      6.2

49。 4      5.0

5。 14      6.6

52.2      7.1

49.9      5。 0

51.1   6.0
51.6    6.0

49.6      5。 7

51.7      6.3

52.0      6.4

51.3   6.3

50。 1      5。 7

50。 7      6.1

49.3      4.5

51.3      5。 1

51.3      5.2

51.8    4.8

50.9      6.0

51.1   6.2
50.7      4.9

50.8      6.2

50。 4      5.5

51.9      7.4
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役入学者)と 19歳の群 (1浪入学者)と はほぼ同
レベルにあるとみられるが,20歳以上の群 (2浪

以上の入学者。以下20歳群という)は 18歳群,19
歳群に比して低めな傾向を示している。しかし,

図 1の年齢別の推移にみられるように,18歳群 ,
19歳群,20歳群でそれぞれ様相が異なっているこ

と (特に20歳群では人数が少ないため変動が大き

い)も考慮しておく必要があるであろう。

入学年度・年齢
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図 1 身長の年度推移 (移動平均 )

体重平均値についてみると,10年間全体では50。

7kgで あり,47年入学の50。 Okgか ら57年入学の50。

8kgに 至るが,そ の間の年度ごとの変動はかなり

大きい。図 2の体重の移動平均法による年度推移
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をみても,身長とある程度相似た様相を呈し,年
齢ごとにそれぞれ異なっている。また全体的にみ

て文部資料による全国平均値とほぼ同じレベルで

ある。

なお,49年入学全体の平均値が49。 4kgと 10年
間でこの年度のみが49kg台であるが,文部資料
をみても49年 18歳のみが49kg台 (19歳 は50。 Okg)

で共に最も低い値を示している。この年度につい

ては別な機会に更にデータを集めて,こ の結果が

単なる統計的な標本変動によるものかどうかを検

討したい。

ごく大づかみに言って,東京大学入学女子学生
の身長・体重の平均値は,158cm e 51kgで あると

みてよい。

(2)高校時代の対外試合経験の有無と身長・体重

中学・高校時代に運動をやっていたかどうかに

ついて,東京大学では個人別の「出席カー ド」記
入欄の 1項目に「対外試合の経験の有無」を設け
て調査を行っている。この有無 (高校時代)と体
格との関係を55年入学男子についてみると,あ り
群の方がなし群に比して,身長平均値では0。 9cm
体重平均値では1。 6kg優っていた。このプラス1.

6kgは 身長のプラス分からくる体重のプラスの平

均を約 l kg上回るものであった1)

女子について同様にあり群対なし群の比較を

行ってみると,表 2に示すごとく,47～ 57入学全
体ではその人数は,26。 3%対 73。 7%,す なわちお
よそ 1対 3で ,あ り群の方がなし群に比して身長
平均値で0。 7cm,体重平均値で0。 6kg優 っている。
この身長と体重のプラス分はほぼ相応していると

みてよい。つまり女子では男子の場合とちがって,
あり群なし群ともに平均して身長に対する体重の

つきは同じであるといえる。

これを年齢別にみると,19歳群及び20歳群では
あまりはっきりした傾向を示していない。また,
入学年度別にみると,表 2の右列にあるように,
身長では+2.5～ -0。 8cm,体重では+1。 3～ -1。
5kgと ,年度によってかなり大きな変動がみられ,
したがって全体で示された傾向がそれほど一様性

をもったものではないということが付言される。

(3)身長に対する体重の回帰直線

表 1の最右列に身長と体重の相関係数を掲げ
た。年齢をこみにした入学年度別にみると,0。
527か ら0.408の範囲にあり,47～ 57年度全体では

体
重

ｋｇ

５
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表 2 高校時代の対外試合経験の有無別にみた身長・体重平均値

対外試合の有無

51.lkg   5.6kg

50。 5     5。 1

52.6     5.8

50.6     6.1

50.5     5。 0

50.4     6.0

49.1     6.3

50。 0     6.5
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157.0    5.5
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し
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な
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あ

な

あ

な

あ

な

あ

な

あ
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あ

な

あ

な

あ

な

あ
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学
39

133

58

117

35

137

47

128

57

110

46

124

53

123

42

115

44

154

61

149

48

164

156。 6    4.7

156.4    5。 3

158。 0    5。 3

156.8    4。 9

158.6    5。 5

157。 0    4.8

158.5    4。 1

156。 4    4。 9

158。 3    5.2

157。 8    4.5

157。 3    4◆ 6

157.7    4。 9

159。 0    4。 2

156。 5    5。 3

157.3    4。 6

157.0    5.3

157。 4    4。 1

158.2    4.9

157。 8    4。 6

157。 5    5。 3

158。 2    5.1

157。 8    5.1

50.4

49.9

51.2

50.1

50.3・

49。 2

50.7

49.8

52.3

50:9

51。 6

50.9

51.6

51.7

51.8

49.5

51。 6

51.2

49。 8

51.3

51.2

50.7

5。 6

6.3

5。 3

5。 7

6.5

5.8

5。 2

6。 1

6。 7

6.5

5。 3

6.2

5.8

6.5

56
5.6

4.6

5。 3

5.5

6.1

5.2

6.5

+0。 2   +0。 5

+1.2  +1.1

+1.6  +1.1

+2.1  +0。 9

+0.5  +1。 4

-0。 4  +0。 7

+2。 5  -0.1

+0.3  +1.3

-0.8  +0。 4

+0.3  -1.5

+0.4   +0.5

0.465である。

これらの相関係数から身長に対する体重の回帰

直線を算出したものが表 3である。これをみると,

直線の勾配 (回帰係数)すなわち身長 l cm増量

当たりの体重の平均増量は,入学年度により0。 69
から0。 46ま である程度の幅をもって分布している

が,こ れらを平均すれば47～ 57年全体のO。 56にほ

ぼ等しくなる。

この全体の回帰直線Y=0。 56× -37。 4が,他の

いくつかの身長に対する体重の回帰直線と比較し

て,ど のような位置にあるかをみたものが図 3で

ある。回帰直線の上側下側の関係は同じ身長でみ

た場合の体重のつきの多い少ないを表している2)
であるから,こ れをみると,吉田章信の回帰直線

(昭和 8年 )がいちばん下側にあり (身長160cm
では体重50。 許

gと なる),次にその上に東大入学
生の回帰直線があり (身長160cmで体重52。 2kg),

そのすぐ上に水野忠文の昭和47年全国資料から作

成した回帰直線がきている (身長160cmで体重52.

85kg)。 ここから,こ れら3直線は相似た傾斜 (0。
57～ 0。 54)を 示していること,及び身長に対する

体重のつきは,東大値が昭和47年18歳の全国デー

タを幾分下回っているものの昭和の始めのデータ

よりl kg以 上も上回ってこと,がわかる。戦後
の昭和30年代より細長体型化が言われて久しい

が,こ れでみる限り戦前に比して長身化は明らか

であるが「細み」となったとは言えない。いちば

ん近いほうの昭和56年入学生及び57年入学生のそ
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身長に対する体重の回帰方程式

及び回帰からの標準偏差

体
重

ｋｇ

体

歳

歳

歳

全

１８

‐９

２０

４７

～

５７

年

入学年度

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

Y=o。 56X-37.4
Y=o.54X-34.2
Y=o。 58X-40。 9

Y=0.61X-46.0

Y=o.61X-45.4
Y=o。 52X-31.2
Y=0.61X-46。 6
Y=0.65X-52。 1

Y=0.69X-58.2
Y=0.52X-30。 9
Y=0.58X-39.5
Y=0。 46X-22.2
Y=0.48X-24.5
Y=0.52X-31.1
Y=0.51X-29。 7

回帰からの
標準偏差

5.3kg

5.3

5.0

5.6

5.2

4.9

5。 1

4。 9

5.8

5.5

5.6

5.2

4.5

5.4

5.6

H短大(体育,昭56)

Y=0.67X-52.0

水野値9=0.57× -38.35
(昭 47全国資料)

吉田値↑=0.54X-35.6
(昭 8「体力標準表」データより)

東大値^
Y=0。 56X-37.4

(47～ 57データ)

表 4 身長への体重の回帰直線(Y=0。 56X-37。 4全体 )を基準としたときの体重の分布

図 3 身長に対する体重の回帰直線

回帰直線からの差 全  体 18 歳 19 歳 20  膚長 47048入学 56057入学

22.Okg上メ」三 kg

20.0-21。 9

18。 0´-19.0

16.0-17.9

14.0～ 15。 9

12.0-13.9

10.0～ 11.9

8。 0～ 9。 9

6.0～ 7.9

4.0～ 5.9

2.0～ 3.9

0.0～ 1.9

3人  0.2%
2  0.1
2  0。 1

3  0.2
10     0.5

27     1.4

27     1.4

57     2.9

107     5.4

149     7.5

237    12.0

306    15.3

2人  0。 2%  1人  0.2% 一人 一% 一人  一%  1人  0。 2%
2  0.2  -―   ―
1  0・ 1   1  0.2

2   0・ 2    1   0.2

7  0.5   3  0:6
19  1。 5   3  0.6
19    1.5    5   0。 9

40    3.1    16    2.9

76     5.8     25     4.6

99    7。 6    40    7.3

160   12.3    61    11.2

191    14.7     94    17。 2

5  3.7
3  2.2
1  0。 7
6  4.4
10     7.4

16    11.8

21    15.3

1  0.3  -   一

4  1.1   2  0.5
4  1.1   8  1.9
3    0.9    7    1.7

8    2.3    18    4.3

21     6.0     20     4.7

29     8.3     28     6.6

49    14.1     54    12.8

48    13.8     63    14.9

-2.0～ -0.1
～4。 0～ -2.1

-6.0～ -4.1

-8。 0～ -6。 1

-10.0～ -8.1

-12.0～ -10.1

-14.0～ -12。 1

-16。 0～ -14.1
-16。 1以下

304    10.3

294    14.8

238    12。 0

141     7。 1

36    1。 8

29     1.5

6  0.3
1  0。 1
2  0.1

58    13.7

67    15.9

49    11・ 6

26    6.2

8  1・ 9

10    2。 4

2  0・ 5

1  0.2

207    15.7

194   14.9

150    11.5

84     6.5

23     1.8

17    1.3

5  0.4
1  0。 1
1  0。 1

16   11.8

16    11.8

17    12.5

16    11.8

3  2.2
5  3.7

1  0.7

50    14.4

42    12.1

49    14。 1

31     8.9

6  1.7
2  0.6
1  0.3

８‐

８４

７‐

４‐

１０

７

１

一

14。 9

15.4

13。 0

7。 5

1.8

1。 3

0。 2

計 1,981  100.0 1,300 100。 0    545   100.0    136   100。 0   348   100。 0    422   100。 0

身長
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れぞれの回帰直線に当てはめてみても,身長
160cmで 52。 lkg及び51。 9kgと なって,同様に吉
田の値を l kg以上上回つている。

るこ黒E繰響曇扱軍量2翡馨募::|ゴ魯本捌垢畠
も大きく,身長が大きくなるに伴って他の 3直線

との間隔がいつそう開いているが,身長160cmで

は55。 2kgと なり,こ れと比較するとやはり他の

3直線にみる一般学生のほうが同じ身長で2～ 3

kg体重のつきの少ないことがわかる。

なお,い ま身長に対する体重の回帰直線つま

り身長の推定平均線をみてきたわけであるが,表 ′
4に実際にこの平均線の上下にどのように分布し

いるかを示した。用いた回帰直線は47～ 57年入

学全体のそれであるが,こ れをみると,全体では

回帰直線の下側より上側のほうに幾分長裾の分布

をなしていること,回帰直線の上下 4 kgの 範囲

内に18歳 ,19歳は6割近い者が含まれていること

(こ のことは表 3右列の回帰からの標準偏差に

よっても推定されるところである。),及び47048

年入学生と56057年入学生と比較して回帰直線の

上下の割合がこの約10年間でほとんど同じである

こと,な どが指摘できる。

(4)生まれ月別にみた身長及び体重平均値

昭和55年度東京大学入学男子学生について生ま

れ月別に身長及び体重の平均値を出して,月齢比

較を行ってみたところ、身長では一定の傾向を示

さなかったが,体重では「生まれ月の 2・ 3・ 4

月のところではっきりと「落ち込み」の現象が年

齢単位で認められる」という統計的事実があった。

女子学生についても同様な現象がみられるものか

どうか。表 5で47～ 57年入学を込みにして年 0月

齢別に身長及び体重の平均値を算出してみた。こ

れをみると,身長については,男子の場合と同
様に,全体 (年齢こみ)及び年齢別さらには入

全体(1986人 )

51

50

51

50

4  5 6 7 8 9 10 H 12 1  2  3(月 )

生 まれ月

図 4 生まれ月別にみた体重平均値 (移動平均 )

体
重
ｋｇ＞
５２
　
５‐
　
５０

表 5 生まれ月別にみた身長及び体重平均値

18歳 (1303人 )

19歳 (547人 )

55～ 57入学(620人 )

生まれ月
全 体

人数 身長 体重
18  歳 19  歳

47～ 49入学

18  歳
51～ 53入学

18  歳
55～ 57入学

18  歳

4月

5

6

7

8

9

10

11

12

1

2

3

154人 157.5cm 50,6kg

156 156。 9 50。 3

154   157。 7   50.2

175   157.8   51,3

194   157.9   51,2

154   157.8   51.7

181   157。 7   51。 2

156   157.5   50。 8

164   157.0   50。 7

179   156.9   50。 3

151   157.2   50。 1

168   157.2   49.7

91人 157.8cm 50。 5kg

108 156。 9 50.6

104   157.9   50。 7

108   157.6   50.8

131   158。 1   51.2

100   158.5   52.4

115   157.6   51.7

104   157.4   51.2

111   156。 9   50.6

113   157.0   50.6

105   156.8   50。 3

113   157.3   49.7

50人 157.4cm 51,Okg

39 156。 7 50。 1

40   156。 9   49。 1

49   158。 3   52.4

50   157.4   51,2

44   156.5   50。 7

59   158.2   50。 2

40   157.4   49。 7

46   157.4   50.9

50   156。 7   49。 4

37   158.0   49。 7

43   157.6   50.5

46人 156.5cm 48.2kg

47 157.5 49.0

49   156。 1   49。 4

53   156.8

35   157,7   50。 6

57   156.8   50。 8

41   157.5   50.6

31   157.4   50。 1

41   157.4   50.3

32   156.0   48.7

34   156.4   51.5

53   157.8   51.7

47人 158.4cm 50.8kg

37 156.8 51.8

55   157.1   53.6

34   157.8   51.8

49   156.7   51.8

38   157.7   52.8

33   158。 1   53.4

56   157.3   53.2

49   158.3   51.6

36   159.5   53.5

43   157.2   49.5

38   157.9   50。 3

46人 156.2cm 50.5kg

54 158.3 51.0

40   157.3   49。 7

54   157.6   52.5

49   158。 4   50.9

54   158.1   51.8

52   157.7   53。 2

73   158.6   51.1

56   158.6   50.0

65   157.9   50。 7

50   156.7  50。 2

37   157.3   49。 7



学年度群別 (18歳 )に みても生まれ月による特
に一定の傾向はみられない。しいてあげれば 7
08・ 9月辺で幾分高めであるといえよう。し
かし,体重については,図 4の移動平均法を用
いた平均値の並びが示すように,い ちばん上側
の年齢をこみにした全体でみて 809月 が高く,
両側つまり4月及び 3月 に近づくに従ってゆるい

下降をなしている。これを年齢別にみると必ずし

も同じ型ではないが,それでも両端は低い位置に
ある。55～ 57年の 3入学年度をこみにした平均値
の並びでも,幾分山の位置がずれてはいるものの
両端に近づくに従って下降している。したがって,

年齢をつないでみると,男子ほどにははっきりし
た傾向を示さないものの,やはり2～ 4月辺生まれ
のところで体重が低く,反対に8～ 10月辺生まれの

ところで体重が大きいということが看取できる。

表 6 入学年度別体カテス

57

2 体力

(1)体カテスト平均値
表 6及び表 7は ,「東大体カテス ト」垂直とび,
反復横とび,腕立伏臥屈伸,踏台昇降運動の 4種
目及び合計得点の,47年から57年 までの第 1回 テ
ス ト (入学時),第 2回 テス ト (1年生末)及び
第 3回テス ト (2生末)の平均値・標準偏差を示
したものである。はじめに種目ごとにながめてみ

よう。

1)垂直とび
垂直とびは,全体的な傾向として,図 5が示す
ように各年齢とも47年から年々上昇し52年をピー

クとしてそれから55年へ下降し56057年 とまた上

昇し,57年では52年 とほぼ同じレベルにある。途

卜平均値・標準偏差

第 1回 テス ト

垂  反  腕  踏  合計
第 2回 テスト

垂  反  腕  踏  合計

人

全体  1,871

18芳疑  1,240

19歳   508

20歳  123

474「     168

170

165

165

165

159

53 175

140

168

188

cm  回
42.5  40。 2

6。 0  3.7

42.5  40.4
5.9  3。 7

42.4  40.2
5.7  3。 3

42.5  39。 0

7.6  4.4

40.3  39。 9

5。 9  3.3

40。 6  40。 0

5。 8  3。 8

43。 1  40。 0

5.9  4.0

42。 1  40。 4

6。 7 32
43.3  40.0
4。 8  3.3

44.0  39。 5

5。 4  3.2

43。 4  39.6
5。 4 3.1
40。 6  39.0
5。 9  3.7

41.6  40。 8

6。 0  3.7

41.4 41.1
5.5  4.0

45.8  41。 5

5.8  4。 0

回  オ自  ′点
18.3 176.5 103。 3
8.7  22.7  12.8

18。 4 175.9 103。 6
8。 7  22.5  12.9

18。 6 177.4 103.2
8.7  23。 4  12.1

16.5 178。 7  99。 7
8。 5  22.1  13。 8

16.0 176.3  99.7
8。 3  24。 2  12。 7

17.1 176。 2 100.7
8。 6  21.8  13。 2

14.3 180。 0 100.4
9.3  22。 3  12。 0

15。 7 182。 5  9.99
8。 3  20.7  12。 2

17.4 176.2 103。 3

6。 6  25。 7  11。 0

19。 8 175.6 104。 4

7.7  22.5  11.2

17.8 182.1 101.6
7.6  20.6  10.7

19。 2 178.5 100。 0
8。 5  20.8  12。 0

19。 0 175。 2 104.2
7.7  21。 6  12。 4

19.8 170.8 105.8
9.0  21。 5  13。 6

23。 7 170。 3 112。 5

9。 4  23.8  12。 0

cm  回
42.8  41。 0

5。 9  3。 3

42.7  41。 0

5。 8  3.2

42。 9  41。 1

5.7  3.4

42。 6  40。 1

6.7  3。 6

41。 0 41.3
5。 3  3.3

40。 9  41。 5

5.6  3。 4

42.6  40.5
5。 7 3。 5

42.7  40.3
6。 6 3.1
44.4  41。 5

5.5  3.2

44.7 41。 1
5.6 3.1

44。 0  41.5
5.2  3。 0

40。 6  39。 8

5.6  2.7

41.5  40.7
5.5 3.2

42。 0  41。 2

5。 4  3。 3

45.6  41。 2

5.9  3。 7

回  オ白  ′点
25。 8 170。 1 110.3
8。 9  21.7  12。 2

25。 6 170.0 110。 3
9。 1  21.6 11.9

26。 4 169.7 111.2
8.1  21。 9  12.2

24.2 172。 8 107.4
9.8  21.9 12。 7

21.9  173。 9 106.7
8。 0  21.2 11.9

21。 9 170。 7 107.1
8.1  20.9  12。 4

21.7  170.5 107.5
9。 3  20.2  11.7

22.6  172.3 106.9
7.4  19.1  11.8

27.0 169.9 113.4
8。 8  21.6 11。 0

30.2 176。 9 112。 9
7。 9  20.5  11.1

27.8 171.4 113。 0
8.3  21.8 11。 3

25。 3 168。 7 106.5
8.3  21.3 10.9

26.2 169.3 109.1
8.5  22.3  11。 0

27.9 165.0 112。 2
8.5  22。 3  12.1

29.4  164.8 116.3
8。 7  23.3  11。 7

cm  回
42。 2  41。 3

5。 7  3。 4

42。 2  41。 3

5.6  3。 2

42。 4  41。 2

5.5  3.6

41。 7  40。 8

7.1 3。 6

40.4  41。 0

5。 4  3.9

40.3  41.0
5。 6  3。 5

42。 7  41.5
5.4  3.2

43.2  41。 2

6。 1 3.1
44.5  42.8
5。 0  2.8

43.6  42。 5

5。 7 3.1
43.7  41.6
4.8  3.2

41。 1  40。 6

5.7  2。 8

41。 8  40.7
5.6  3.3

41。 4  40.2
5。6 3.5

回  オ白  ′点
27。 0 168。 1 111.4
9。 1  21。 5 12.0

26。 9 167。 9 111.5
8。 9  21.8 11.8

27.5 168。 4 111.6
9。 4  20。 9  12.1

25。 9  168。 6 109。 5

9.8  20.6  12.6

21.9  172.4 106。 1
8.4  21。 7  12.0

21.4 168.5 106.0
8。 2  20。 9  12.3

23.0 167.0 110.6
7.6  20.8  10。 9

26.2 166。 5 112。 1
7.9  20。 7  11。 7

29.8  173.2 116。 2
8.0  20。 9  11。 1

32。 9 169。 5 117.1
8.3  20。 4  10。 6

28.6 171.2 113。 4
7.9  20.5  10。 8

27。 5 165.6 109。 9
8。 6  21.3 10。 7

29。 1  168.5 111。 1

8.5  20.2  11。 6

29.3 160.5 111。 7
9.9  23.8  12。 6

第 3回 テス ト

反  腕  踏
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表 7 入学年度別 0年齢別体カテスト平均値

第 1回 テス ト

垂  反  腕  踏  合計
第 2回 テス ト

垂  反  腕  踏  合計

‐８
歳

474「

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

47■
「
48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

109

122

115

107

101

103

115

90

113

130

135

46

41

39

44

49

45

52

42

47

48

55

40.8

40.3

43。 5

42。 1

43。 5

43。 5

42。 8

40。 3

42.5

41.7

46.0

40.2

42.4

42.2

41.7

42。 9

44.4

45。 2

41.7

39.3

40。 5

45。 2

回
40.1

40。 1

40。 0

40。 2

40。 1

39.2

39。 6

39。 0

41.2

41。 7

41。 8

39。 7

40.1

40.0

40.7

40。 3

40。 0

40。 0

39。 2

42。 2

40。 1

41。 7

回
16.7

17.0

13。 5

16.0

17。 9

19。 2

17.4

18。 8

19.1

20。 3

24.5

15。 4

18.1

15.3

15.0

16.9

21。 6

19。 7

20。 4

19。 0

20。 0

22。 1

オ自
173.1

175.4

179.7

180。 0

175。 7

177.2

183.3

178.2

175。 2

169。 2

169。 9

183。 7

179.4

182.1

186.0

175。 9

173.8

179.9

177.9

175。 9

173.3

166.8

占

101。 5

100.6

100。 5

100.6

103。 7

102。 7

100。 5

99.6

105。 6

107。 6

113。 6

97。 2

102。 6

99.3

98.7

103.5

107.3

105.2

102。 1

101.2

102.8

H2。 1

41。 5

40。 7

42。 6

42.9

44.2

44.5

43。 5

40.2

42。 1

4。 18

45.8

40。 5

42。 4

42。 4

42。 0

44.3

44.4

45.3

41。 8

40.6

42.4

45。 5

回
41.6

41。 4

40。 4

40.3

41.3

4.11

41。 5

39。 7

41。 1

41.4

41.3

41.0

42。 0

40。 9

40。 5

42.0

41.2

41.7

39。 8

40.5

41。 0

41.6

回
22.3

21。 5

21.3

22。 4

27。 3

29。 3

27。 4

25。 2

26.6

28。 3

29.8

21.6

25.1

22。 7

23.7

27。 1

32。 5

29。 7

26。 0

25。 7

26。 5

28。 6

才自
172。 5

171。 6

170.6

170。 2

170。 8

176.3

172。 8

169。 2

170。 0

165.2

163.3

177.1

170。 7

167.5

175.4

166.9

178.8

169.2

167.6

167.5

164。 7

163.2

占

107。 8

106.6

107.1

107.4

H2。 9

H2.3
H2.0

105。 9

110。 1

H2.5

H6.9

105.5

111。 1

108.9

106.8

H4.5
113.8

116.1

108。 2

108.2

111。 3

116.8

40。 1

41.8

42。 7

42.8

44。 5

43.7

44.9

41。 7

40.5

41.3

40。 7

41.4

41.5

41.7

42.8

42.4

41.6

40。 3

40。 3

40。 2

21.5

21.7

22.9

26。 7

29.8

36.1

29。 7

27 5

28.5

29.2

Cm  回
40。 7  41。 2

40.1  41.0

42。 6  41。 4

43.2  41。 0

44。 3  42.7

43。 3  42。 6

43。 4  41.8

41。 0  40。 6

42。 7  41。 0

41。 4  40.3

回  才自  ′点
22。 4  171.9 107.1

21.7  171。 0 105。 5

22.9  166.5 110.6

26。 3  164.9 112。 3

30。 0  172.4 116.2

31.5168)116.4
28。 4 170。 7 113 3

27.8  166.6 110。 0

29.1  168。 6 112。 2

29.3 160.4 111 9

‐９
歳

174.7 104.9

163.2 109。 0

166。 9 110。 2

168.9 112.3

173.6 115.4

172.2 118.6

171.7114。 9

164.3 109。 9

168.3 109。 1

161.2 111.3

中でみられるこの低下がどのような原因から来る

のかわからないが,反復横とびもやや似た現象が
みられる。

文部資料と比較してみると,53～ 57年入学 5年

間の全体の平均値は42.6cmであり,こ れと同じ

文部省値は43.2cmであるので東大値のほうが0。

6cm下まわっている6しかし垂直とびの測定方法
の相違つまり,東京大学においては,入学時の健
康診断のさいに垂直とびとの関係にぶゝれないであ

らかじめ挙手指先高値 (指高値)を測定しておく

鬼F甜 観 1肌 T織器 酬 ,L
とを考慮すれば,東京大学入学女子学生の垂直と
びは全国値レベルにある,と みてよいであろう。

年齢間の比較では,全体的にみると,それほど
違いはみられない。第 1回 0第 2回・第 3回のテ

スト間の比較では,第 2回 (1年生末)が幾分高
く,第 3回 (2年生末)は第 1回入学時と同レベ
ルにある。

2)反 復横とび
反復横とびは,垂直とびと違って,第 1回・第

2回・第 3回のテス トの間に相当な開きがみら

れ,56年ではそうでもないが,第 1回から第 2
回・第 3回へと高くなっている。
入学年推移の全体の傾向をみると,図 6に示す
ように第 1回の入学時は47年からずっと横ばいで

来て55年以降上昇を始めている。第 2回 0第 3回

テストは,途中で山型様をなしながらも,47048
年と56057年とほぼ同レベルにある。

文部省値と比較すると,56057年の 2年間平均
では東大値41.3点 ,文部省値40。 9点 (平均)であ
り,数字的にはわずかながら東大値の方が上回っ
ている。すなわち,反復横とびも,東京大学入学
女子学生は全国の大学生レベルにある,と言える。

年齢別にみると,18歳・19歳群に比して20歳群
において下回る傾向がみられる。

3)腕 立伏臥腕屈伸
腕立伏臥屈伸は,筋持久力の指標として女子に
も男子と同様に3秒に1回の屈伸テンポで課して
ているが,女子の身体的特性からか腕が十分に曲

げられない者 (床面にあごがぶ、れる程度という指

示を行っている)も あって,測定の客観性という点

第 3回 テス ト

反  腕  踏



第 2回 テス ト

第 3回 テス ト

47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57(年 )

入学年度

図5 垂直とびの得点による年度推移(移動平均 )

で問題もなくはないが,時間,器具その他の諸制

約下にある体カテス トとして,47年より実施され

ているものである。図 7の移動平均法による年度

推移の傾向をみると,各年齢とも47年から57年ヘ

多少のジグザグ様をもちながらも徐々に上昇を示

している。

各年齢とも第 1回テストより第 2回 0第 3回テ

ス トが大きく_上回っている。数字的には第 2回よ

りも第 3回テス トの方が上側にある。年齢間の比

較では18019歳群が同レベルにあるのに比して,

第 1回テス トにおいては20歳群で平均 2回程度下

回っているが,50年以降になると第 2回 。第 3回

テス トでは18019歳群と同じレベルにまで追い付

いている。

4)踏 台昇降運動
踏台昇降運動も各年齢とも第 1回 テス トに比し

て第 2回・第 3回テス トが明らかによい成績を示

59

している (図 .8)。 年度推移をみると,全体的な

傾向として,各テス ト回とも47年から横ばいで来
て55年頃から上昇傾向を示している。ただし,20
歳群をみると,人数が少ないためスムージングを

行っても変動が大きく,ま た57年の方が47年に比

して上昇しているとはいえない。

文部省による全国値 (大学 )と比較してみると,

全国値は昭和57年度18019歳平均59。 6点であり,

東大値の57年入学 (全体)の値を指数に変換する

と第 1回テス ト52。 8点 ,第 2回テス ト54。 6点であ
るので,東大値の方が第 1回で6。 8点 ,第 2回で5。

0点 も全国値に比して下回っている。指数の標準

偏差約10点の%か ら2/3に も相当する開きであ

る。したがって,踏台昇降にみる全身持久力の能

力においては東京大学の女子学生は全国レベルに

比して明らかに劣るといわざるを得ない。

5) 4種 目合計得点
4種目合計得点をみると,第 1回 テス トの推移

図 6 反復横とびの得点による年度推移 (移動平均 )



得
点

占
い　
３
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47  48  49  50  51  52  53  54

図 7 腕立伏臥の得点による年度推移 (移動平均 )

は,47年入学全体の99。 7点から幾分上昇あるいは

横ばいの状態で来て,55年入学から上昇を示し57

年で急に大きく上昇し112。 5に達している。この

東大体カテス トの得点化のさいの基準データは

47048年入学生のデータであったが,こ れをみる

と,数年後に再度,種目の検討を含めて,得点化
の検討を行うことも必要であろう。

合計得点でみると,第 1回テストに比して第 2

回・第 3回テストは,入学年度により異なってい

るが,全体でみると7～ 8点上昇している。また

わずかながら,各年齢とも第 2回テストより第 3

回テストの方が上側にある (図 9)。 そして,こ

の7～ 8点の上昇の中味は,上でみてきたように,

腕立伏臥の上昇によるところが最も大きく,次い

で踏台昇降によっているわけである。

6)高 校時代の対外試合経験の有無別と体力
次に,表 8及び図9に示すように,高校時代に

スポーツで対外試合の経験をもつ者ともたない者

19歳

(点 )

27

47  48  49  50  51  52  53  54  55
入学年度

図8 踏台昇降の得点による年度推移 (移動平均 )

との体カテス トの成績を比較してみると,当然の
ことながら,各入学年度及び各テス ト回とも,経
験あり群の方が経験なし群に比して断然高い。し

かし,その傾斜は入学年度により大きく異なって
いる。第 1回テス トでみると,合計得点で 5点か
ら13点の開きがみられるが,全体の平均では約 9

点である。これを種目別でみると,踏台昇降が小
さく1。 3～ 1。 5点 ,その他の 3種目に2。 3～ 2。 7点の

傾斜がみられる。

ここで,さ きに踏台昇降運動テス トでみた東大

値の劣位についてもう一度みてみる。第 1回 テス

トで最も成績のよい57年入学対外試合経験あり群

の161。 9拍 を指数化すると55。 7点でまだ約 4点下

回っている。しかし,56年入学あり群の第 3回テ
ス ト値は153。 1拍で58.8点 となり1点下回ってい

るもののほぼ同レベルまで達していることがわか

る。 (57年入学あり群の第 2回 テス ト値は57。 8点

(155。 6拍 )で 2点下回っている。)し たがって,

第 3回テス ト
第 2回 テス ト

第 2回 テス ト

第 1回 テス ト

(年 )



第 1回 テス ト

垂   反   腕   踏  合計得`点

表 8 高校時代の対外試合経験の有無別にみた体カテスト平均値

対外試合

経験の若無
第 3回 テス ト

反   腕   踏
り

　

し

　

り

し

り

し

り

し

り

し

り

し

り

し

り

し

り

し

り

し

り

し

り

し

り

し

り

し

り

し

あ

　

な

　

あ

な

あ

な

あ

な

あ

な

あ

な

あ

な

あ

な

あ

な

あ

な

あ

な

あ

な

あ

な

あ

な

あ

な

全
体
　
　
１８
歳
　
１９
歳
　
２０
歳
　
４７
年

　

４８
　
　
４９
　
　
５０
　
　
５‐
　
　
５２
　
　
３
　
　
４
　
　
５
　
　
６
　
　
７

493,,\ 44.5cn 41.5tr
6. I 3.3

1,378 41 .8 39.8
5.8 3 .7

325 44.4 41.5
915 41 .9 39.9

t42 44.6 41 .5
366 4l .6 39 .7

26 45.6 4t.4
97 4t .6 38.4

39 4t .7 4L .4
t29 39.9 39.4

56 43 .4 41 .6
1 14 39.4 39 .2

35 45.7 40.2
130 42.4 40.0

43 47 .4 42 .2
119 40 .2 39 .7

55 43.5 41.0
110 43 .2 39. 5

45 45 .4 40. I
114 43 .4 39 .2

53 45.8 4t 
'122 42 .4 38. 9

36 4t .2 40.2
104 40.5 38.6

34 43.9 42.8
134 41 .0 40.3

51 43.3 42.9
t37 40 .7 40. 5

46 47 .6 42 .9
165 45.3 4t .2

21.6回  172.2拍 109.7点  44.lcm
8.6    23.8    11.9     5。 7

17.1    178.0   100.9   41.5

8.5     22.1    12.3     5.5

21.8    171.2   110。 1    44。 0

17.2    177.5   101.4   41.6

21.4    173.6   109.4   44.3

17.5    178.9   100.8   41.6

20.7    176.5   107.1    44.2

15.4    179.3    97.8   40。 9

20.1    171.8   106.4   41.4

14.7    177.7    97.6   40。 0

19。 2    172.4   107.5   42.5

16.1    178.1    97。 5   39.2

19.5    181.2   106.5    44.3

12.8    179.6    98。 7   42.3

20.6    182.7   109.8   47.2

13.9    182.4    96.5   41.7

18.7    171.1   106.6   44.8

16.7   178.9   101.5   44.4

22.4    168.4   109.6   45。 7
18.8 178f2 102.3 42.8

20。 9    175.8   109.4   45。 4

16.5    184.8    98.3   43.1

21.6    178.1   103。 6   41.9
18.3    178.6    98.8   40。 8

22.9   167.6   112。 9   44。 0
18.0   177.2   101.9   41.2

25.0   165。 7   113.9   43。 7

17.9    172.6   102.8   40.4

26.8    161.9   119.6

22.8    172.6   110.5

42.4[コ   30.4[コ

2.9    9.4

40.8    25。 7

3.4    8.6

42.4    30.6

40。 9    25.5

42.6    30。 2

40.7    26.4

41.4    29。 1

40.6    25.0

42.6    25.0

40.5    21.0

42.4    24.3

40.3    19。 9

42.3    25。 6

41.3    22.3

42.2    29。 7

40。 8    24.9

43。 5    32.5

42.4    28.4

43.7    35。 3

42.0    32.1

42.9    32.1

41.1    27.1

41.2    30.6

`40.3    26.4

41.8    33.9

40.5    27.9

41.6    33.6

39.6    27.4

合計得`点

163.7才自 117.5点

22.2    11.2

169.8   109。 1

21.0  11.5

162.4   117.7

170。 0   109。 1

164.8   117.6

169。 9   109.2

174.2   112.9

166.8   108.4

173.6   110。 8

172.0   104.6

166.7   112.1

169。 3   103.0

162.1   115。 8

168.3   1o9.3

162.4   120.1

168。 1   109。 1

169。 1   119.8

175。 4   114.3

166.5   122.5

170.6   115。 1

164.7   119。 7

173.9   110.8

162.2   113.8

166.8   108.5

159.3   119.0

171。 0   108.9

153.1   119.2

163。 7   108.4

踏台昇降についていえば,東大値は全国レベルよ
り明らかな劣位を示すが,最近の入学生のデー
タからすれば,高校時代にスポーツの対外試合
経験のある者は入学後約 1～ 2年経た第 2回・

第3回テスト時には全国レベル近くまで回復・

上昇を示してるとみてよいであろう。

(2)相関
1)種 日間の相関係数
テスト理論からいえばバッテリーテストにあっ

ては,各種日間の相関係数は同程度に低いのが理
想的であろうが,実際のフィールドテストにあっ
ては様々な制約条件のもとにある以上同程度に相

関する種目で構成されることはなかなか困難であ

る。しかし,大切なことは,ど のような相関関係
にあるテスト項目から構成されているかをしっか

りおさえておくこと,得点化のさいにその関係を
考慮して行うこと,であろう。
こうした意味から,表 9に東大体カテスト4種
日間の相関係数及び各種目と合計得点の相関係数

を掲げた。これによると,全体でみても各年度で
みても,垂直とびと反復横とびの相関係数が最も
大きく,逆に垂直とびと踏台昇降,及び反復横と
びと踏台昇降が 0に近い値を多くとり最も相関が

うすい。そのほかの種日間の相関係数はその中間

にある。したがって,こ の4種目は,バッテリー
テストとして相関の度合に,ある程度の傾斜を含



― 対外試合の経験あり
匡コ なし

123回 123 123 123 123 123 123 123

47入学   48    49    50    51    52    53    54

1 2 3

55

・ ２ ３

一

５６

反復横 とび

合計得点/4

図10 高校時代の対外試合経験の有無別にみた体カテスト成績 (得点 )

垂直とび

腕立伏臥
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ものが非常に多いということであり,テス トの内
容妥当性が問題となってくるし,逆に相関係数が
1に極めて近いということは第 1回 テス トでほぼ

正確に推定,評価できてしまうということでやは
り問題がある。したがって,いま述べた表10の結
果は,種目により多少の傾向の違いはあるものの
ほぼ妥当な範囲にあるといえるであろう。

3)標 準偏回帰係数
表 9の相関係数から,合計得点の 4種目への重
回帰方程式を導出してみると,その標準偏回帰係
数は表11に示すとおりであった。全体の傾向が示

すように,そ の係数値はほぼ0。 4に そろっている

ものの,さ きに相関係数のさいにぶ、れたように,
各種目の合計得点への貢献率をみると括弧内の数

字が示すとおり踏台昇降が第 1回 0第 3回テス ト

とも20%に 達 していない。これは得点化の基準
データに表れた偏りを裏付ける結果でもあるし,

また男子学生の得点化のさいにもみられた傾向と

も一致するものである」
)し
かし,各種目の平均値

25点,標準偏差 5点に則した得点配分を考慮して
いる以上止むを得ないとされたものである。した

がって,こ れはまた高校時代に対外試合経験あり

なし別の比較でも踏台昇降において得点の傾斜が

他の 3種目に比して小さかったのは,む しろ得点
配分の方法そのものによるものであるといえよ

う。

4)体 格と体カテストとの相関係数
体格と体カテスト種目とどの程度相関するもの

であるかをおさえておくことは,体カテストの結
果にどの程度体格が関与しているかをおさえてお

くことであり,基本的に重要なことである。表12
に身長と体カテスト種目との相関係数,及び体重
と体カテスト種目との相関係数を掲げてあるが,

これをみると大づかみにいって身長と垂直とび,

及び身長と反復横とびとの間にのみ相関は有意で

あり,そのほかは有意でないとみてよい。なお,

身長がこの 2種日と有意であるとはいっても,そ
の関与率はいずれも4%を 下回る,殆んど無視し
てもよい程度の小さなものであることがわかる。

同様に,表 13の身長及び体重と合計得点との相関
係数においても,身長とは有意であるがその関与

率は4%を 下回っており,体重とは有意ではない。
このことから, したがって東大体カテストにおい

てはその評価に当って体格の大小からくる有利不

利は考慮する必要はない,と結論づけてよいであ

ろう。

47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57(年 )

入学年度

図9 合計得点(1/4)の年度推移 (移動平均)

みもつ構成であることがわかる。

各種目と合計得点との相関係数をみると,垂直
とび,反復横とび及び腕立伏臥は0.6～ 0。 7の範囲
にまとまっているが,踏台昇降のみは0。 5を下回っ

ている。その分だけ合計得点との関係が弱い,つ
まり合計得点への効果が低いわけである。

2) テスト間の相関係数
次に,第 1回,第 2回 ,第 3回のテスト間にど
のような相関がみられるものかをみたものが,表
10である。これをみてわかることは,各種目及び

合計得点とも第 2回と第 3回のテスト間の相関が

最も高いこと,種目では垂直とびのテスト間の相

関が最も高く踏台昇降では反対にそれが最も低め

であること,合計得点のテスト間の相関は0。 673
～0。 806の範囲にありしたがつてその関与率は45

～65%で あること,な どであろう。テスト間の相

関係数が極めて低いということは,た とえば第 1

回テストと第 2回テストとで全く違う成績を示す
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表 9 体カテスト種日間の相間係数及び名種目と合計得点の相関係数

垂一反  垂一腕  垂―踏  反一腕  反一踏  腕―踏

全
　
　
　
全
１８
歳
　
　
全
１９
歳

1回

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

。375

。434

。447

.377

.415

。425

.351

。472

。462

。441

.451

。586

.490

.330

.306

.399

。372

.330

.336

.511

.362

.345

。419

.113

.115

。103

.130

。106

。117

。049

。160

。111

.214

。028

-073

。199

。062

015

.018

。110

.178

。067

.145

。004

。153

-025

.645

695

695

639

.691

。687

。648

。698

。690

.703

.729

.787

.624

.651

。589

。689

.566

.571

。621

.742

684

。625

。657

.700

。703

.725

.709

.685

。717

.670

。739

.739

.686

。709

.733

.730

。732

。608

.665

690

。668

。659

.673

。720

.798

。701

.231    -.013

.252     .006

.252    ‐005

2%:糊
α Ю%
.227    ‐005

。257     。004

.275    -―。039

.309  -018
。347    -。 114

.348    _250

.198    -.090

。210      .112

.311    -・ 219

.291   Tel19

。127    -― .027

。070    -.014

.167    丁.062

.264     。016

.252     .043

。191     .138

。150    =.010

.242     。081

.216     .075

。272     .054

。239     .101

。194     。068

.268     .084

。227     。033

.239     。102

.286     .036

.284     .028

.284     .008

.236    -.194

.360     。045

。327     .159

.109     .001

.148     .084

.275     。035

.220      。004

.138     。044

。146    -.062

。341    -.026

.349     。295

.120     。020

.639     .481

.620      .467

642    .448

.641      .484

:615    473

。624     490

。615      477

。618     .487

。677      .416

.690      .466

.659      。314

.659      。133

688    .487

.641      。506

675    375
‐631      。385

.567     .550

.599     .536

571    .473

.621      .431

.621     .411

.634      .582

.523     。429

全
２０
歳

47年

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

４７
～
５７
年

表10 同‐種 目内のテス ト回間 (1～ 3回 )の相関係数

.628  .538  .668   .671  .528  .745

.628  .542  .646   .681  .541  .762

。599  .535  .422   .659  .509  .710

。732  .549  .686   .607  .456  .727

。565  。485  .677   .761  ◆673  .806

.564  .469  。679   .761  .673  .804

.581  .549  .685   .756  .686  .820

.526  .380  .619   。787  .619  .763

47`F

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

Jンクト    .836  .779  。850

18虜発    .838  。789  .845

19      .845  .779  。848

20      。794  。701  .903

。854  。775  .800

.820  .777  .863

。836  。760  .824

。867  。829  .848

.757  。723  .801

.845  。816  。892

。841  。785  。856

。839  。780  .868

。809  .735  。869

。756  。714  .836

。845    -    ―

。701  .634  。729

.639  .614  .691

.642  .592  .639

.527  .497  .673

.643  .523  .594

.530  .541  。779

.602  .566  .674

.595  .507  .670

。720  .631  .667

.660  .652  .676

。718  -  一

.692  .482  .630

.628  .481  .648

。683  。507  。762

.711  .522  .673

.634  .481  .742

.649  .556  .732

.651  .528  .794

◆681  .521  。724

.630  .530  .809

.627  .611  .726

.526  -  ―

.552  .559  .675

.512  .453  .716

.553  .518  。666

.583  。465  .596

.533  .450  。647

.662  .549  。716

。568  .512  。690

.508  。473  .693

。575  .477  .714

.599  .444  。682

.576  -  一

。760  。712  。861

.760  .682  .821

.706  .621  。749

.750  .656  。803

.748  .656  。793

。790  .686  。862

.770  .717  .818

.759  .646  。825

。780  .682  .762

。771  .740  .792

.728    -    一

入学年度

垂直とび

回 回
1～ 2 1～ 3 2～ 3

反復横とび

1～ 2 1～ 3 2～ 3

腕立伏臥

1～ 2 1～ 3 2～ 3

踏台昇降

1～ 2 1～ 3 2～ 3

合計得`点

1～ 2 1～ 3 2～ 3

入学年度 垂一合  反一合  腕―合  踏一合



第 1 回
重 反 腕 踏

表‖ 合計得`点に対する各種目の標準偏回帰係数

入学年度

全体

18歳

19歳

20歳

47■
「

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

踏重

第 3 回
反  腕

４７

～

５７

401       420
(25.8) (29。 3)
395       425
(25.2)(bO.1)
411       445
(26.4) (27.8)

428       382
(30.2) (26.3)

403       374
(25。 1) (27。 3)

389       413
(25。 3) (30.2)
403       430
(23.6) (26。 0)

457       385
(31.5) (25.7)

373       439
(21.4) (30.7)

403       448
(22◆ 7) (29。 5)

434       437
(26。 8) (28.7)
413       429
(30.4) (28。 6)

410       460
(28.0) (33.1)

354       449
(22.0)    (35.6)

400       475
(26.3) (33.3)

399

(25。 4)

399

(25.6)

405

(24.7)

367

(25.4)

388

(26.7)

401

(25.7)

496

(33.3)

434

(27.4)

343

(19。 7)

389

(23.0)

408

(23.2)

392

(24。 1)

359

(22。 3)

357

(22。 4)

417

(21。 8)

407

(19.5)

396

(19。 1)

419

(21.1)

384

(18。 0)

429

(20.9)

372

(18.8)

455

(17.0)

399

(15.4)

507

(28:2)

471

(24.9)

453

(21。 3)

394

(16.8)

404

(16。 6)

346

(20.0)

434

(18.6)

415

(28.6)

413

(28。 3)

396

(26.9)

487

(37。 8)

415

(27.8)

386

(28.1)

433

(25.6)

448

(32.5)

389

(26。 3)

440

(31.2)

381

(22.7)

452

(31.2)

424

(29。 2)

397

(25.6)

414
(29。 7)

408

(29.2)

427

(31.0)

420

(30。 3)

376

(26.1)

397

(29.6)

402

(30。 1)

424

(32.0)

403

(29。 1)

447

(30.3)

451

(31。 8)

396

(26.5)

453

(35.0)

426

(31.6)

385        388
(24.5) (17.2)

372        398
(23.1) (19。 4)

405        371
(26.9) (15.2)

417        367
(27.1) (4.8)

369        397
(25.4) (20.6)

424        360
(28.1) (14.2)

391        417
(25.8) (18.5)

342        378
(20.2) (15。 3)

337        411
(17.7) (26.9)

358        426
(19。 2) (19。 3)

337        425
(20.2) (25.3)

402        425
(22.9) (19。 4)

354        373
(21.6) (14.2)

372        402
(23.3) (19.6)

( )Ellnet contribution

テスト回

全
1第 :

撃
|

曇
|

雀
|

表12 身長及び体重と体カテスト種目との相関係数

体 重 と

反

の相 関

腕 踏

回 。154

.185

。198

。165

。176

。197

。132

.218

。208

.134

。156

。163

。124

。147

.162

。115

。128

.177

。173

.196

。114

。037

.120

。202

‐098

‐079

_050

‐100

_089

_057

_122

_058

=D027

‐001

_067

_083

。048

.082

.075

。024

.061

。062

,090

.116

.115

.100

.153

.056

。OH
。045

。063

-■005

。024

。046

◆023

.087

.115

。092

.089

.027

_006
.036

。028

.015

。030

。030

-.024

。036

。019

=.177

.065

。026

=。
063     _006

_027      。054

_031      .047

¬.077     =027

‐041      。047

_027      :048

_041

。016

_026

。041

。062

.036

―■037     -■。018

_048      .080
-■096       .071

身長 との相関

垂 反 腕 踏
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表13 身長及び体重と合計得点の相関係数

身長との相関

1 回    2 回    3 回

体

歳

歳

歳

全

１８

‐９

２０

４７
～
５７
年

47年

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

。096

.084

.117

。116

。056

。110

.036

。124

-―.014

=。
077

。134

。138

.060

。189

.070

。138

。114

。192

。157

。093

。121

。086

.171

。022

。097

.161

.162

。071

282

。106

.157

.156

.158

.150

。122

.142

.188

0259

.095

。102

。134

。144

.149

.135

―.023

¬.034

-.002

=.039

=.012

-.041

-。150

-。042

-。059

-Ю62

-。064

.163

。030

-。025

-.111

.043

。022

.073

.100

011

.013

。006

。077

-.124

。116

-。094

。153

。028

。117

‐026

。043

。040

。054

。010

。004

‐005

。004

080

-041

。073

‐078

。086

。069

.052

表14 挙手指先高値と身長及び垂直とびとの相関係数

指と身 身と差

関 係 数
指と差  指と垂直  差と垂直

入学年度 人 数

体

歳

歳

歳

全

１８

‐９

２０

４７
～
５７
年

47■
「
48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

1,986ノく

1,303

547

136

172

175

172

175

167

170

178

157

198

210

212

195。 9cm

196。 0

196.1

195.4

196.0

197.0

194.4

194.1

195。 6

196.1

195。 7

196.1

197.8

197.6

194。 8

38。 5cm

38。 5

38。 6

38。 4

39。 6

39。 9

37。 1

37。 0

37.7

38。 4

38。 3

39.1

39。 8

39。 9

37.0

.883

.886

.884

.856

。918

。921

。914

。899

。915

。876

。918

.910

。869

。858

.880

.325

.337

.325

。228

.446

.505

。401

.399

。402

.245

.460

。276

.202

.259

。333

。731

.736

。728

.699

.764

。801

。738

760

。737

。682

.774

.649

。660

。718

。742

_010

。009

_028

=.098

_027

。008

.005

:071

T.026

丁.056

.123

.140

.021

_034

_056

_254

=.235
_253

_387

_183

_094

_179

=207
-092

_374

-077
-■ 195

_249

_238

‐290

指 高  指高一身長

5)指 高値と身長及び垂直とびとの相関係数
表14は ,挙手指先高値 (指高値),及 びそれと
身長や垂直とびなどとの相関係数を示したもので

ある。全体の傾向について述べると,身長と指高
値の相関係数0。 883か ら指高値の身長への回帰方

程式Y=1.24× +0.72を 得,こ れの推定精度が
78%であること,身長と指高値との差の平均値は
38。 5cm(標準偏差 3。 5cm)で あるが,こ の差と
身長との相関係数は低く0。 3～ 0。 4の範囲にあるこ

と,垂直とびとの相関は身長とはわずかながらも
有意であったのに指高値とは有意でないこと,な
どが指摘されよう。

なお付言すれば,58年入学生からは男女とも指
高値は第 1回の垂直とび測定時に同時に測定する

方法を採用することになるため,こ れまでの測定
方法による指高値の分析をここで行っておくこと

は今後の分析 0比較にとって有効なデータを提供
することになるものと考えられる。

入学年度
体重 との相関

2 回1 回 3 回



Ⅲ 要約
東京大学入学女子学生の体格及び「東大体カテ

スト」 4種目にみるここ10年間の推移の統計的

分析結果を簡単に要約すると,以下の通りである。

1)体 格のうち身長はこの10年間におよそ1
cmの伸長を示しており,体重もそれに相応した

伸長を示している。文部資料の全国値 (大学値 )

と比較すると東大値の方が上回っている。大づか

みにいって,最近の東大値は158cm,51kgと いう
ところである。

2)身 長に対する体重の回帰方程式は全体を
ひとまとめにすると,Y=0。 57× -37.4を 得る。
これからみる身長に対する体重のつきは,昭和の

初めの吉田章信の作成した同年齢のそれに比して

少し上回っている。

3)東 大体カテスト平均値のこの10年間の推
移をみると,種目によってその様相はまちまちで
あるが合計得点は上昇してきており,特にこの 2

年程の上昇は全体的に大きい。また入学時の第 1

回テストから1年生末の第 2回テストヘ大きな上

昇がみられる。やはりここには受験生活からくる

体力の停滞の現象をみないわけにはいかないであ

ろう。文部資料の全国値と比較すると,垂直とび

及び反復とびは同じレベルにあるが持久性の指標

のひとつである踏台昇降運動は明らかに東大入学

生の方が劣っている。

4)東 大体カテストの種目及び得点の統計的
検討を行う意味を含めた相関分析において,基準
データ作成時にみられた得点化の上での偏りが

その後にも同様にみられること,テスト間の相関
ではある程度満足のいくものであること,体カテ
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ストの得点化・評価に当って体格との関連はうす

く,考慮する必要のない程度のものであること,
などが認められた。

注

1)東 京大学教養学部「昭和57年度体育実技履
習の参考」

2) この方式は昭和58年度からはあらため,重
直とび測定時に同時に指高値を測定すること

となった。

3)文 部省体育局 :「昭和56年度体力・運動能
力調査報告書」,1982。
4)青 山昌二 :「受験との関連よりみた大学生
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